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恥
V

議
員
パ
ッ
チ
を
着
け
て
も
ら
う
国
山
さ
ん
(
写
真
提
供

l
茨
城
新
聞
社
)

闘
員
じ

イf

田
山
東
湖
さ
ん
(
大
貫
町
出
|
剖
〉
に

県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
¥
去
る

2
月

9
巴
茨
域
異
議
会
議
員
の
当
選
証
書
、
ガ

受
柑
さ
れ
¥
茨
城
県
議
会
議
員
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

白
山
さ
ん
は
¥
平
成
2
年
旬
月
9
日

に
行
わ
れ
だ
茨
城
居
間
議
会
議
員
の
選
挙

東
茨
城
郡
南
部
選
挙
区
に
立
候
補
¥
数

多
く
の
吏
持
者
の
皆
さ
ん
の
支
援
を
頂

き
ま
し
た
ガ
、
叩
票
の
小
差
で
次
点
と

い
う
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
の
開
票
に
県
選
挙
管
理
委

員
会
に
異
議
申
立
て
を
行
い
¥
こ
れ
が

認
め
ら
れ
¥
平
成
3
年
5
月
刀
日
に
柴

沼
弘
道
さ
ん
を
印
票
上
回
る
得
票
数

奉
仕
の
理
会
に
基
づ
き
活
寵
し
て
い

る
¥
菌
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
8
2
0地

区
大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
山
口
進

康
会
長
〉
で
は
¥
発
足
し
て
お
年
を
迎

え
、
そ
の
節
目
と
し
て
創
立
盟
問
年
の

記
会
式
典
を
去
る

2
月
7
日
、
来
賓
と

関
係
者
、
ガ
集
ま
り
大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ

一
ア
ん
で
興
開
催
さ
れ
ま
し
位
。

大
洗
G
ー
タ
リ

i
ク
ラ
ブ
は
¥
那
珂

湊
ク
ラ
ブ
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
、
詔

和
相
年
?
用
部
日
、
お
名
の
会
員
で
発

足
。
同
年
2
用
問
巴
に
国
際
ロ
ー
タ
リ

ー
か
ら
加
盟
承
認
を
受
け
¥
現
在
の
会

員
数
は
団
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

式
典
は
¥
山
口
会
長
の
点
鍾
。
高
崎

実
行
副
委
員
長
の
開
会
の
言
葉
で
始
ま

り
¥
中
川
一
二
校
さ
ん
の
指
揮
で
¥
国
歌

筒
唱
¥
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
「
奉
仕
の

理
念
し
を
合
唱
後
¥
主
催
者
の
山
口
会

長
ガ
「
却
閏
年
の
記
急
式
典
を
契
機
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
会
員
相
互
の
和
を
留

り
な
、
ガ
ら
地
域
社
会
の
発
農
の
だ
め
奉

仕
の
輪
を
ひ
ろ
げ
前
進
す
る
つ
も
り
で

す
L

と
挟
邸
。
来
賓
並
び
に
参
加
ク
ラ

ブ
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
だ
。
続
い
て
小

松
崎
害
実
行
委
員
長
ガ
勺
原
点
に
一
俣
り

山
を
新
だ
C
し
て
真
山
の
幸
福
は
人
助

け
か
ら
地
域
社
会
仁
密
着
し
だ
奉
仕
活

動
に
努
力
し
だ
い
し
と
接
封
。
物
故
会

員
に
対
し
て
黙
祷
、
ガ
行
わ
れ
ま
し
だ
。

で
¥
白
山
さ
ん
ガ
逆
転
当
選
と
決
定
さ

れ

ま

し

定

。

(

叡

称

略

〉

O
田
山
東
湖
一
四
¥
五
一
一
一
九
票

O
柴
沼
弘
通
一
四
¥
四
八
九
票

こ
れ
に
対
し
て
¥
柴
沼
さ
ん
は
東
京

高
裁
に
提
訴
し
て
い
ま
し
だ
ガ
¥
昨
年

9
月
高
裁
判
決
、
ガ
請
求
棄
却
と
な
っ
だ

た
め
最
高
裁
に
上
告
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
5
年
2
月
2
日
に
最
高
裁
は
¥

昨
年
9
月
の
東
京
高
裁
判
決
を
全
面
支

持
、
上
告
を
棄
却
し
だ
だ
め
、
柴
沼
さ

ん
に
対
し
て
当
選
無
効
の
判
決
ガ
確
定

し
だ
事
に
よ
り
議
員
を
失
職
。
回
出
さ

ん
が
当
選
人
と
な
り
ま
し
だ
。

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
当
選
無
期
の

決
定
以
来
、
長
年
に
わ
だ
っ
て
争
わ
れ

て
き
ま
し
た
当
選
無
効
取
消
し
訴
訟
は

決
善
。
田
山
さ
ん
は
¥
晴
れ
て
茨
城
県

議
会
議
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
の
ご
活
曜
を
お
祈
り
い
だ
し
ま
す
。

寺
内
淳
記
愈
事
業
委
員
長
よ
り
¥
大

洗
駅
前
の
記
会
檀
樹
、
大
洗
町
消
防
本

部
に
消
鈷
施
設
器
異
〈
ウ
ォ
シ
ユ
キ
ン

グ
て
大
洗
警
察
官
幹
部
派
出
所
に
焼

却
炉
。
大
洗
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
洗
第
一
回
、
口
i

タ
リ
l
財
団
¥
米
山
記
念
奨
学
会
に
そ

れ
ぞ
れ
金
一
到
を
贈
る
記
念
事
業
の
報

告
ガ
あ
り
¥
山
口
会
長
よ
り
関
係
者
に

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
竹
内
町
長
が
寸
結
成
以
来
加

年
間
歴
代
の
会
長
を
初
め
関
係
者
の
力

で
舎
日
ま
で
地
域
社
会
の
だ
め
貢
献
さ

れ
て
き
ま
し
だ
。
今
後
も
ロ
ー
タ
リ
ー

戸
ン
シ
ッ
フ
に
基
づ
き
璽
に
ご
活
擢
下

さ
い
し
と
お
祝
い
の
一
言
葉
を
述
べ
、
そ

の
後

G
iタ
リ
!
ソ
ン
グ
寸
我
等
の
生

業
し
を
合
唱
。
雨
沢
久
夫
式
典
委
員
長

の
開
会
の
一
一
言
葉
。
会
長
の
点
鐘
で
式
典

を
終
了
し
ま
し
定
。

創
立
加
暦
年
を
契
機
と
し
て
¥
大
洗

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
璽
な
る
飛
躍
を

あ
析
り
い
だ
し
ま
す
。

h
F

消
防
署
に
寄
付
の
ウ
ォ
シ
ユ
キ
ン
グ

A 大洗駅前の記念植樹

早
春
の
ま
だ
川
風
も
冷
た
い
時

期
、
川
べ
り
に
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
か
れ

ん
な
花
を
つ
け
て
い
る
の
を
見
つ
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

は
、
春
に
葉
が
出
る
前
に
花
を
つ
け

ま
す
。
都
会
生
活
の
中
で
は
、
こ
う

し
た
風
情
に
春
を
感
じ
る
機
会
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
花
は
、
ネ
コ
の
尾

に
似
た
銀
色
の
花
が
美
し
い
の
で
、

花
材
と
し
て
も
喜
ば
れ
、
花
屋
さ
ん

の
庖
先
で
も
見
か
け
ま
す
。
ネ
コ
の

尾
の
よ
う
な
形
の
花
は
花
穏
で
、
た

く
さ
ん
の
花
が
そ
こ
に
群
が
っ
て
い

る
の
で
す
句
こ
の
木
は
雌
雄
別
株
で
、

雄
花
に
は
お
し
べ
だ
け
、
雌
花
に
は

め
し
べ
だ
け
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
は
、
ま
た
の
名
を
エ

ノ
コ
ロ
ヤ
ナ
ギ
と
か
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
と

も
い
い
、
主
と
し
て
北
半
球
の
温
帯

か
ら
更
寒
帯
ま
で
広
く
分
布
し
て
い

ま
す
。
日
本
全
国
の
、
ほ
と
ん
ど
の

地
域
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ヤ
ナ
ギ
と
い
う
と
、
「
柳
腰
」
と
か

「
柳
に
風
と
受
け
流
す
」
な
ど
の
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、
校
の
垂
れ
下
が

っ
た
木
を
連
想
し
ま
す
が
、
ネ
コ
ヤ

ナ
ギ
の
よ
う
に
下
黍
し
な
い
の
も
ヤ

ナ
ギ
科
の
仲
間
で
す
。
中
国
で
は
下

垂
す
る
も
の
を
「
柳
」
、
そ
れ
以
外
を

「
楊
」
と
区
別
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
は
四
季
お

り
お
り
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
風
情
が
楽

し
め
る
の
で
幸
せ
で
す
。
と
こ
ろ
が

最
近
、
地
球
環
境
の
変
化
で
異
常
気

象
が
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
で
ち
ょ
っ

と
気
が
か
り
で
す
。

三
月
二
十
三
日
は
、
「
世
界
気
象

デ
!
」
で
す
。
気
象
観
測
に
不
可
欠

な
関
際
協

カ

に

も

っ
と
関
心

を
も
ち
た

い
も
の
で

す。
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町
内
の
中
学
2
年
生
に
よ
る
合
同
立

志
式
が
、
去
る
2
月
口
日
前
文
化
セ
ン

タ
ー
で
来
賓
と
父
兄
も
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

合
同
立
志
式
は
、

M
歳
の
生
徒
た
ち

が
、
将
来
の
志
を
立
て
る
節
目
と
し
て
、

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

会
場
ロ
ビ
ー
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

立
志
に
あ
た
っ
て
の
志
を
一
記
し
た
短
椅

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

式
典
は
、
生
徒
の
開
会
の
一
言
葉
で
始

ま
り
、
式
歌
「
若
い
翼
は
」
を
合
唱
。

第
一
中
学
校
鈴
木
校
長
先
生
の
式
辞
に

続
い
て
立
志
の
誓
い
が
あ
り
、

4
名
の

生
徒
が
「
士
山
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と

に
も
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
。
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
一
歩
ず

つ
歩
ん
で
行
く
。
自
分
自
身
の
行
動
に

責
任
を
持
つ
。
自
擦
に
向
か
っ
て
選
進

す
る
」
と
カ
強
い
誓
い
の
一
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

励
ま
し
の
一
言
葉
で
は
、

ー
年
生
の
生

大
洗
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青

少
年
の
非
行
・
い
じ
め
な
ど
子
供
た
ち

が
か
か
え
悩
ん
で
い
る
問
題
に
対
応
す

る
た
め
に
、
電
話
相
談
の
窓
口
、
を
開
設

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
相
談
内
容

O
子
供
の
非
行
・
登
校
拒
否
な
ど

O
い
じ
め
・
友
人
関
係
・
巽
性
問
題

。
進
路
・
成
績
の
こ
と

O
子
供
の
教
育
・
し
つ
け
な
ど

。
篭
話
番
号
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な
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ぶ
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@
受
付
時
間

平
成
S
年
3
月
1
日
開
始

毎
週
月
間
噌
臼
と
金
曜
日

午
後
2
持
1
午
後
4
時
却
分

相
談
日
が
祝
祭
日
に
あ
た
る
臼
は

休
み
で
す

※
あ
な
た
の
秘
密
は
守
り
ま
す

自
分
の
名
前
は
言
わ
な
く
て
も
結
構

王子成5年3F.158

茨
城
県
で
は
、
平
成
4
年
度
下
水
道

促
進
逓
開
(
9
月
7
日
よ
り
日
日
ま
で
)

に
合
わ
せ
て
、
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
・
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
を
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
多
く
の
子
供

達
に
公
共
下
水
道
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
、
下
水
道
の
イ
メ
ー
ジ
ア

徒
よ
り
「
先
輩
と
し
て
夢
の
実
現
に
向

か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん

は
私
た
ち
の
手
本
と
な
っ
て
下
さ
い
L

3
年
生
の
先
輩
か
ら
「
何
事
に
も
一
生

懸
命
努
カ
し
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
思
い
や
り

の
心
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
の
竹
内
町
長
が
、
「
感
識
の
心

を
持
ち
友
情
を
大
切
に
し
将
来
の
目
標

に
向
か
っ
て
努
力
さ
れ
健
康
に
留
意
し

先
生
方
の
教
え
を
守
り
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
」
と
挨
拶
。
生
徒
代
表
の
「
お
お

く
の
方
の
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
志
を

立
て
る
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
す
が
自

分
自
身
へ
の
挑
戦
で
あ
り
町
の
た
め
社

会
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し

ま
す
」
と
、
お
礼
の
一
一
言
葉
に
続
き
、
立

志
の
歌
「
若
者
た
ち
」
を
全
員
で
合
唱
、

閉
会
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
問
広
先
生
(
結
城
市
教

育
委
員
会
生
徒
指
導
相
談
員
)
の
「
試

合
に
勝
つ
よ
り
態
度
で
勝
つ
」
の
記
念

講
演
会
が
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は
熱
心

に
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

新
た
な
志
が
感
じ
ら
れ
た
、
立
派
な

立
志
式
で
し
た
。
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で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

(
大
洗
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー
)

ツ
ブ
を
図
る
こ
と
を
包
的
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

応
募
総
数
3
、
5
2
7点
の
中
か
ら
本

町
の
川
又
美
輝
子
さ
ん
(
磯
浜
町
4
1
6

3
i
2番
地
)
那
珂
湊
第
二
百
向
等
学
校
1

年
生
が
標
語
の
部
に
於
い
て
、
察
知
事

賞
に
入
選
。
県
知
事
よ
り
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ぷ
執
が
郷
土
夢
あ
る
未
来
の
下
水
道

L

(単位:内)平成4審議事見霊長襲来たすけめい運動番付者名簿
者 {代表者名)

代表露田勝明

寄付

10，0001東光台 1i青聖子寿子

10，000 1 1 i告気舘

10，0001 1海野好功

10，000 1寺釜51K1中山光明

高崎誠寿

町区金額寄 付 者(代表者名)

護実静枝

ひとり保育濁職員一間

恵泉保育園

恵泉保育園保護者会

前区金額

20，000 
20，000 
20，000 

20，000 
18，251 
17，275 

寄 付 者(代表者名)

関光院援徒一向

日本原子力研究所大洗研究所

合資会社大 進

町区金 額

300，000 
118，681 

武田710，000 

代表本多綬男ハ心会

明王王保育闘関児-1胃

恵泉保育園一円玉募金

亨植

代 表 熊 谷 直 幸

大洗ターミナル株式会社

動力炉核燃料開発事業団大洗工学センター

代表李

大洗親交クラブ

水戸遊技場組合

菱幸運輸株式会社

100，000 

100，000 
100，000 

「
み
ん
な
で
揃
っ
て
明
る
い
お
正
月
を

迎
え
ま
し
ょ
う
」
を
合
い
言
葉
に
、
毎
年

実
施
し
て
お
り
ま
す
歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
は
、
町
民
の
皆
様
が
た
の
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な
笑
績
を
残
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
も
総
額
一
一
、
七
O
一、

O
八
八
円
も
の
義
損
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
職
場
団
体
、
児
童
生
徒
会

活
動
等
で
の
一
円
玉
募
金
運
動
に
よ
り
集

め
ら
れ
た
も
の
の
他
、
多
く
の
団
体
組
合
、

偲
人
の
方
々
よ
り
事
務
局
に
届
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
尊
い
義
損
金
は
、
早
速
町
内

の
生
活
困
窮
世
帯
や
母
子
、
者
人
等
困
窮

ひじり保育関父母の会

恵泉保育園職員一同

大賞恵泉教会

明石保育鴎

力目部東歯科従業員一伺

覆 名

10，000 

10，000 
10，000 

10，000 
子

雄

、ン

hHH

ト池
根

小

関

表

表
代

代問
問ロ員

会

職

プ

社

所

会

一

福

育

業

ル

子

保

エ

グ

母

二

設

f
町

第

建

一

決

立

洗

ヨ

大

町

大

協
吻大合川巾一戸や品中制

服

間

作

t
c
υ
ρ
b

代表望月三枝子

100，000 
100，000 

65，203 
明寿会高橋兼吉外81名

大洗米毅商組合 代表広木繁雄

60，100 明石ウタ

10，000 

10，000 代表川崎昇五五会

15，520 

15，000 大洗ライオンズクラブ代表大谷正明

大洗漉販売組合 代 表 関 根 俊 夫

代表平野英樹

代表小野瀬一土

54，000 

50，000 

50，000 

50，000 

大洗町身体障害者福祉協会会員一間

前島友三

大貫寛彦

代表池田きよ子

代表志鳥融光

夏海婦人会

金沢町桂会

13，867 

11，265 

明石保育園職員一向

昇)11 精

岩井正男髭釜

5，000 

5，000 
5，000 

5，000 

llIJ立夏海小学校

町立第二保育所父母と先生の会

銀座美容 E草 子葉福男

11，018 

代表櫛山美代子

大洗サービス会

親交納税貯蓄組合

大洗埠頭開発株式会社

磯 浜 婦 人 会

町立磯浜小学校

大洗面7民生委員有志

0

0

5
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印
町
山
部

35，611 
33，0自3
30，む00

30，000 
30，000 

代表大貫しも

代表米川i 普

元巳会

神山寿会

松寿会蔵前

新町

10，000 

セイコー7ートきかげん

乾 会 代表関根俊和

10，000 

10，000 

世
帯
、
在
宅
身
心
障
害
児
等
に
は
地
区
の

民
生
委
員
を
通
じ
て
、
又
考
人
ホ
j
ム・

障
害
児
者
施
設
・
児
童
施
設
等
の
入
所
者

に
対
し
て
は
郵
送
に
て
お
届
け
い
た
し
ま

し
た
。受

け
と
ら
れ
た
方
(
一
一
一

O
一
名
)
の
方
々

よ
り
、
皆
様
方
の
善
意
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
別
途
報

告
書
に
よ
り
完
了
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

カトレア会

張

代表石 w 修

代表石井きみ

代表山崎好雄

永町

10，000 

10，000 
10，000 1明8の11;高橋兼吉

10，0001北清水l区 | 鈴 木 美 代 吉

10，000 1 1大洗給食協業組合

1再紡第五分f'lI

石山

山崎 正

大洗くらしの会

大蔵会

10，000 

10，000 
10，000 

総サンワ電器

大洗フラワースタンプ会代表郡司嘉光

桧 山 栄 次 郎

大洗町青少年相談員連絡協議会

奥左エ門商1古 代表関藤l1!l郎

大洗町蕊工会婦人部 代表木ノ本和江

大洗手をつなぐ親町会代表石部きみ

大洗漁協婦人部 代 表 高 橋 早 苗

木町

30，自00

30，000 
30，000 

30，000 

30，000 
29，900 

代表鴨川一成東宏会

大賞小学校児主主会

倫理研究所大洗支所

大 貫 婦 人 会

代表小詔太一郎

小沼千代

沼半商庖うどん一穂

50，000 

代表井川 守

北清水一区町内会

醐

10，000 
大洗ロータ') クラブ代表山口進康

常渇銀行大洗支底28，000 代表兼川i次男

代表兼川次男

代表小沼 昇

胞団三男回

大洗菓子工業組合

東町薦庖会

代 表 高 野 み ね

代表梼根精角一町ゴルフ同好会

小 沼 清 治

大洗常澄欽宜鹿組合

永llIJ10，000 
10，000 

10，000 代表関根喜八郎

29，050 
28，962 
27，862 

24，000 

23，862 
23，200 

21，312 

20，000 

20，000 

寺銭

涛友会

大洗鮮魚商組合

大洗ライオネスクラブ代表志烏峰子

神寿会 代 表 関 根 ふ み

梅野繁夫

代表小i!l 昇

10，000 

10，000 20，000 
20，日00 1l0i'牛 12，701，088円総額わんき会10，000 仲町

の
盤
麓
襲
、
興
で

〈
平
成
田
年
震
上
半
期
〉

税
だ
よ
日
リ

5，000 
4，000 

3，000 
2，530 1一丁目3区j石国いと

2，286 
2，2501 1野口あき

1，918 1髭韮12区i水島 香

1，720 I I山戸呉服屈

し5631 1匿名

1，4921 1)毛

1，423 1磯浜82281藤田惣三

1，168 1 大洗役場農林水産諜

1，0001大賞|匿 名

10，600 
10，440 
10，000 1金沢町2区|山 戸 7 ミ子

10，000 1 一五会 代表桜井光男

10，000 1 1大洗町身体障害者福祉協会代表和剖敏雄

大貫源次平

茂木清文

岩城印刷株式会社

東明会

修

七
十
歳
に
な
る
と
老
人
保
健
に
該
当

し
、
お
医
者
さ
ん
に
患
る
場
合
一
ヵ
月

一、

0
0
0円
八
四
月
か
ら
)
で
す
み
ま
す

が
、
残
り
の
医
療
費
は
全
額
、
保
険
税

等
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
僅
療
費
は
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
』

こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続
け
る

と
国
保
財
政
は
パ
ン
ク
状
態
に
な
り
、

保
検
税
の
値
上
が
り
に
つ
な
が
り
ま

す。
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心

が
け
、
薬
ね
だ
り
、
お
医
者
き
ん
の
ハ

シ
ゴ
等
は
や
め
、
医
療
費
は
有
効
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

-

つ

山

山

μe
「ト

J
U
惨

ょ
、

λ
叫
川
刀
汐
止
司
僻

一正と
1

官
掛
か
轟

μ
議

長
期
品
川
{
重
一
購
麟
麟
一
概

一
加

wjvaqケ
匂
¥
捌

一
{
回

E

J

W

H

1

4

(単位:千円)

年度
老人 若人 計
(70歳以上) . 

7G 956，731 965，792 1，922，523 

2 1，080，142 998，569 2，078，71l 

3 1，117，824 1，065，228 2，183，052 

医療費等支払額の推移(単位:内)

年度 乏人
若^ 計

(70歳以上)

7G 499，183 133，108 632，291 

2 528，431 141，541 669，972 

3 541，049 157，986 699，035 

一人当たり産額費等の推移

mg所
得
税
の
確
定
串
告
巴
つ
い
て

。
所
得
税
・
贈
与
税
は
三
月
十
五
日
、
箸
や
金
融
機
関
等
に
用
意
し
て
あ
り

消
費
税
(
個
人
事
業
者
が
納
め
る
も
の
)
ま
す
。
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」

は
三
月
三
十
一
日
が
申
告
と
納
税
の
期
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
押
印
の

限

で

す

。

う

え

提

出

す

る

だ

け

で

す

。

提

出

期

。
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方
限
は
、
所
得
税
に
つ
い
て
は
三
月
十

①
商
底
な
ど
偶
人
で
事
業
を
営
ん
で
五
日
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
三
月
三

い
る
方
や
、
農
業
を
し
て
い
る
方
②
地
十
一

B
ま
で
に
お
出
し
に
な
れ
ば
、

代
や
家
賃
な
ど
、
不
動
産
収
入
の
あ
る
今
度
の
確
定
申
告
分
か
ら
利
潟
で
き

方
③
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
な
ど
ま
す
。

で
、
平
成
田
年
の
所
得
金
額
が
基
礎
控

O
税
金
に
つ
い
て
の
相
談
・
問
い
合
せ

除
や
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
水
戸
税
務
署
宮
出
1
4
2
1
1

所
得
控
除
を
超
え
る
方
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
給
与
所
得
者

の
方
で
も
、
①
年
間
の
給
与
収
入
が
一

五
O
O万
円
を
超
え
る
方
②
給
与
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を

超
え
る
方
③
ニ
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与

を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は
、
確
定
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
便
利
な
口
座
振
替
に
よ
る
納
税

銀
行
等
の
預
金
か
ら
口
座
振
替
で
納

税
で
き
ま
す
。
そ
の
手
続
き
は
、
税
務
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不
測
の
海
難
事
故
に
備
え
、
去
る
2

月
日
目
に
日
本
水
難
救
済
会
大
洗
救
難

所
(
小
松
崎
七
之
介
所
長
)
で
は
、
水
難

救
助
訓
練
を
大
洗
港
で
行
い
ま
し
た
。

午
前
8
時
却
分
全
員
が
整
列
、
人
員

報
告
、
服
装
点
検
の
後
、
小
松
崎
所
長

が
「
海
上
で
の
自
動
操
縦
な
ど
の
機
械

化
に
伴
う
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
る
万

が
一
に
備
、
ぇ
今
回
の
訓
練
を
行
う
も
の
」

と
訓
示
。
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
那
珂
湊

海
上
保
安
部
員
の
指
導
を
受
け
、
基
本

動
作
訓
練
に
入
り
ま
し
た
。

おお

「
磯
で
名
所
は
大
洗
さ
ま
よ
」
と

軽
快
な
歌
声
が
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
第
U
囲
磯
節
全
国
大
会
の

予
選
会
で
、
全
国
各
地
よ
り
印
名
の
応

募
者
が
一
再
に
集
ま
り
、
去
る
2
月
6
臼

と
7
B
の
両
日
、
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

自
慢
の
「
磯
節
」
を
一
人
ひ
と
り
が

披
露
、
緊
張
感
が
伝
わ
り
、
歌
い
終
わ

(3)第255号

入

賞" " " " " 

第
日
国
・
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

例
年
の
大
会
に
比
べ
春
の
暖
か
い
日
差

し
に
恵
ま
れ
、
去
る
2
月
7
日
文
化
セ

ン
タ
ー
下
の
海
岸
道
路
(
夏
海
大
洗
線
)

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
小
学
校
4
年
生
か
ら
壮

年
の
部
ま
で
総
勢
制
名
が
参
加
。
水
戸

三
高
・
大
成
女
子
高
・
常
磐
女
子
高
・

石
関
一
高
の
生
徒
の
参
加
も
あ
り
、
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

午
前
9
時
よ
り
、
開
会
式
が
行
わ
れ

石
井
藤
吉
郎
町
体
育
協
会
会
長
が
「
日

頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
て
頑
張
っ
て

下
さ
い
」
と
挨
拶
。
磯
浜
小
学
校
6
年

菅
谷
大
輔
君
の
「
最
後
ま
で
一
生
懸
命

走
り
ま
す
L

と
カ
強
い
選
手
宣
誓
が
あ

り
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
時
間
の
頃
か
ら
、
春
の
強

い
風
が
吹
き
始
め
、
砂
挨
り
が
舞
う
、

マ
ラ
ソ
ン
に
は
最
悪
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン

で
し
た
が
、
午
前
9
持
問
分
に
小
学
生

女
子
の
部
を
初
め
各
部
門
毎
に
、
次
々

と
元
気
よ
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
沿
道
に
集
ま
っ

た
、
た
く
さ
ん
の
人
達
の
声
援
を
受
け

一
生
懸
命
走
り
、
気
持
ち
良
い
汗
を
流

し
、
全
員
が
完
走
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

O
小
学
4
年
女
子
の
部

第
一
位
水
野
谷
恭
子
(
夏
海
小
)

O
小
学
4
年
男
子
の
部

第
一
位
山
形
明
大
(
磯
浜
小
)

O
小
学
5
年
女
子
の
部

第
一
位
米
川
美
葵
子
(
夏
海
小
)

一

O
小
学
5
年
男
子
の
部

第
一
位
根
本
悟
史
(
磯
浜
小
)

O
小
学
6
年
女
子
の
部

第
一
位
吉
原
梨
絵
(
磯
浜
小
)

O
小
学
6
年
男
子
の
部

第

一

位

米

山

徹

(

大

賞

小

)

O
中
学
女
子
の
部

第
一
位
長
谷
川
浩
子
(
南
中
)

O
中
学
男
子
の
部

第

一

位

小

口

隆

(

一

中

)

O
高
校
女
子
の
部

第
一
位
小
沼
弘
美
(
常
磐
女
)

O
高
校
男
子
の
部

第
一
位
篠
田
和
実
(
石
間
一
)

o
一
般
女
子
の
部

第

一

位

郡

司

王

江

o
一
般
男
子
の
部

第
一
位
入
野
治
美
(
析
蹴
倒
)

O
壮
年
の
部

第
一
位
中
野
芳
男
(
計
賊
釧
)

※
一
位
の
み
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

佐
久
間
関
貴
弘
君
が
鰻
麟
腕
属
国
開

第
m
財
団
・
茨
城
県
柔
道
選
手
権
大
会
佐
久
間
者
は
、
来
る
3
月
初
日
東
京

が
、
去
る
2
月
U
B茨
城
県
武
道
舘
で
の
講
道
館
で
開
催
さ
れ
る
、
東
京
近
県

行

わ

れ

ま

し

た

。

段

別

選

手

権

道

友

会

柔

道

大

会

少

年

の

こ
の
大
会
に
、
小
学
生
5
年
生
の
部
部
に
出
場
し
ま
す
。

に
出
場
し
た
本
町
の
佐
久
間
賞
弘
(
磯
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

浜
小
)
君
が
祭
内
各
地
よ
り
集
ま
っ
た

間
名
の
精
鋭
の
中
か
ら
勝
ち
上
が
り
、

見
事
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

佐
久
間
君
は
、
小
学
1
年
生
よ
り
勝

武
舘
柔
道
場
に
入
門
、
館
長
永
田
勝
男

6
段
(
現
町
柔
道
連
盟
会
長
)
の
指
導

の
も
と
で
、
逓
3
回
の
厳
し
い
稽
古
に

耐
え
、
こ
の
大
会
を
初
め
今
ま
で
四
回

の
優
勝
を
勝
ち
と
っ
て
い
ま
す
。

む

品

輸

多

キ

i

ス
&
J

挑

救
命
索
発
射
器
操
法
訓
練
で
は
、
本

番
き
な
が
ら
に
、
海
上

m
mの
襟
的
に

陸
上
よ
り
救
命
索
を
発
射
し
て
の
訓

練
。
消
火
訓
練
で
は
、
町
消
防
本
部
職

異
か
ら
泌
火
器
の
取
扱
説
明
を
受
け
、

笑
際
に
消
火
器
を
使
つ
て
の
消
火
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
ダ
ミ

i
人
形
で
人
工
呼
吸

法
、
三
角
布
を
使
っ
て
応
急
手
当
の
訓

練
な
ど
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
日
頃
の
訓
練
が
、
万
が
一

の
海
難
事
故
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

鱗
金
関
明
閣
閣
闘
岡
山

っ
た
後
の
き
わ
や
か
な
笑
顔
が
印
象
的

で
し
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に
集
っ
た
観

客
の
駒
田
さ
ん
は
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
に

惜
し
み
な
い
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
却
名
が
選

ば
れ
、

2
月
日
日
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で

決
戦
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
選
ば
れ
た
、
福
田
英
明
さ

ん
(
成
田
町
)
は
練
習
の
成
果
を
発
弾

し
見
事
に
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
十
九
(
敬
称
略
)

優

勝

井

上

寿

子

(

目

立

市

)

準
優
勝
石
川
徳
(
常
陸
太
田
市
)

H

豊
島
千
亜
紀
(
守
谷
町
)

一F
桑
谷
コ
ト
イ
(
茎
崎
町
)

福
田
英
明
(
大
洗
町
)

寺
門
楽
代
(
瓜
連
町
)

佐
藤
菊
枝
(
那
珂
湊
市
)

大
島
三
重
一
(
常
北
町
)

小
嶋
楽
楓
(
東
海
村
)

飯
村
史
郎
(
水
戸
市
)

ス
キ
ー
を
通
し
て
裁
と
予
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
よ
う
と
、
昨
年
よ
り
町
青
少

年
育
成
会
議
(
竹
内
宏
会
長
)
の
、
主
催
で

始
ま
っ
た
「
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ

i
」

が
、
去
る
1
月
回
目
栃
木
県
鶏
頂
山
エ

i
デ
ル
ワ
イ
ス
ス
キ
i
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

パ
ス
の
中
で
、
町
高
校
生
会
の
生
徒

が
、
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
指

導
、
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
、

5
時
間
と

い
う
長
時
間
の
パ
ス
の
旅
が
あ
っ
と
い

う
ま
に
過
ぎ
ス
キ
l
場
へ
着
き
ま
し
た
。

絶
好
の
ス
キ
!
日
和
の
な
か
で
、
親

子
日
組
総
勢
弘
名
が
参
加
。
ほ
と
ん
ど

'
t
h
i
y
 

の
子
供
た
ち
は
、
初
め
て
の
ス
キ

i
に

最
初
は
恐
々
し
て
い
ま
し
た
が
、
指
導

者
の
丁
寧
な
教
え
を
受
け
み
る
み
る
上

達
し
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

何
年
か
ぶ
り
の
ス
キ
ー
に
と
ま
ど
っ

て
い
る
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
姿
が

自
に
つ
き
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
は
、

普
段
見
る
こ
と
の
な
い
ス
キ
ー
ヤ
ー
と

し
て
の
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
楽
し
く
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

帰
り
の
パ
ス
の
中
は
、
疲
れ
の
た
め

ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

平
成
5
年
3
月
幻
日
よ
り
5
月
初
日

ま
で
、
借
楽
園
公
園
・
千
波
公
園
を
・
中

心
に
「
全
国
都
市
繰
化
い
ば
ら
き
フ
ェ

ア
」
(
愛
称
・
・
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
伺
い
ば

ら
き
)
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

国
間
四
四
閣
閣

会
場
に
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
は
じ

め
春
を
彩
る
約
捌
種
1
、0
0
0
万
本
の

美
し
い
花
々
が
咲
き
競
い
ま
す
。

ま
た
、
巨
大
な
蝶
の
形
を
し
た
バ
タ

フ
ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
な
ど
楽
し
い
花
壇
が

花
物
語
の
世
界
に
誘
い
ま
す
。

国
間
同
川
閣
間
剛
山
凶
川
同
凶

花
の
美
し
き
、
華
や
か
さ
に
出
会
い
、

縁
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
る
「
テ
i
マ

館
」
。
梅
に
関
す
る
情
報
を
満
載
し
た

「
梅
の
文
華
館
」
。
中
国
か
ら
恐
竜
の

化
石
が
や
っ
て
く
る
「
恐
竜
館
」
。
さ

ら
に
民
間
企
業
な
ど
が
展
示
内
容
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
競
い
合
う
パ
ピ
リ
オ
ン
な

ど
全
部
で
臼
の
出
展
参
加
が
出
揃
い
、

最
先
端
の
技
術
か
ら
過
去
を
見
つ
め
直

す
展
示
ま
で
み
ど
こ
ろ
一
杯
で
す
。

毎
日
が
お
ま
つ
り

イ
ベ
ン
ト
ホ

i
ル
で
は
、
内
外
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
地
域

の
郷
土
民
族
芸
能
、
さ
ら
に
国
際
色
豊

か
な
音
楽
や
踊
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

ほ
か
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
楽
し
い
催

物
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
全
国
都
市
緑
化
い
ば
ら
き

フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局
」
(
盟
叫
1

5
5
0
0
)
ま
で
お
間
合
せ
下
さ
い
。

お

ら

制下
後

藤

亀

泉

選

梅
の
花
歩
き
初
め
し
子
も
仰
ぐ

臼
射
し
に
は
春
の
気
配
の
あ
り
な
が
ら

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
観
梅
デ

i
を
待
た
ず
綻
ん
だ

今
年
の
梅
。
老
若
男
女
を
集
め
た
公

園
の
枯
芝
の
上
に
は
、
幼
な
子
を
逮

れ
た
若
夫
婦
の
姿
が
自
立
つ
。
青
空

に
溶
け
込
み
そ
う
な
梢
の
花
を
、
よ

ち
よ
ち
歩
き
の
子
た
ち
も
親
の
仕
草

を
真
似
て
仰
ぎ
見
て
い
る
の
だ
。
日

射
し
は
す
っ
か
り
春
め
い
て
多
少
の

齢
さ
を
覚
え
る
が
、
ひ
と
た
び
雲
に

遮
ら
れ
る
と
風
の
冷
た
き
が
身
に
し

み
て
、
背
を
丸
め
替
を
す
く
め
て
し

ま
い
そ
う
で
あ
る
。

香
を
運
ぶ
風
と
思
へ
ど
梅
寒
し

夏

海

大

賞

千

代

子

〔
評
〕
見
通
し
の
き
か
ぬ
穏
に
さ
し

交
す
枚
々
に
開
い
た
、
数
知
れ
ぬ
梅

の
花
の
放
つ
芳
香
を
運
ん
で
く
れ
て

い
る
風
な
の
だ
が
、
時
折
強
く
吹
き

抜
け
て
、
人
々
を
、
花
ぴ
ら
を
震
い
上

が
ら
せ
て
し
ま
う
風
で
も
あ
る
の
だ
。

双
幹
の
梅
の
一
幹
花
持
た
ず

新

町

加

藤

宗

一

〔
評
)
梅
林
の
一
角
に
ひ
と
き
わ
の

古
木
が
あ
る
。
二
本
の
大
幹
が
根
方

よ
り
分
か
れ
立
ち
、
一
方
の
幹
の
小

枝
に
は
純
白
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る

の
だ
が
、
も
う
一
幹
は
た
だ
累
々
と

天
に
袋
、
え
る
ば
か
り
で
一
輪
の
花
も

な
い
。
不
思
議
と
も
哀
れ
と
も
思
い

見
上
げ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

振雲Zのるの指〔 降
りと麓-¥:'自子芭 り
仰もに叢宮を公 立
い見わの奪盟主事 ち
だえ ιだ来工つのか て
の、か梅た空ら髭ま
で思、まののを道釜づ
あわる色は眺に 車工
るずくで曹め降 梅
。恵、れあ度るり川iを

喜なるに 立上仰
ゐ子咲先ち ぎ

んの梅きず、 け

で瑞吉林盛そ白弘り

梅
苑
に
入
り
し
歩
幅
と
な
っ
て
を
り

桜

道

真

田

静

子

〔
評
〕
車
を
描
て
、
早
春
の
亭
乞
切

っ
て
梅
苑
に
辿
り
つ
く
。
門
を
入
る

や
、
た
ち
ま
ち
梅
花
の
虜
と
な
り
、

径
に
運
ぶ
わ
が
身
の
歩
幅
が
い
つ
の

ま
に
か
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
こ
と

に
気
付
い
た
の
で
み
る
。

梅
林
に
酒
宴
の
準
備
見
て
通
る

蔵

前

沼

山

佳

風

〔
評
)
冨
内
の
見
ど
こ
ろ
を
へ
め
ぐ

っ
て
、
再
び
日
の
当
る
梅
林
の
径
に

出
た
。
も
う
そ
こ
こ
こ
の
梅
の
花
蔭

に
敷
物
を
敷
き
酒
場
を
立
て
て
酒
席

を
し
つ
ら
え
て
い
る
人
々
の
姿
を
横

目
に
、
な
ほ
梅
苑
の
散
歩
は
続
く
。

難
の
鴨
と
見
ま
ご
う
賀
状
の
茜

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
商
年
の
年
賀
状
。
受
取
っ
た

一
通
の
年
賀
状
に
、
手
描
き
の
画
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。
ご
本
人
は
に
わ

と
り
を
描
い
た
、
節
だ
ろ
う
が
、
こ

れ
は
ど
う
見
て
も
鴨
だ
。
鴨
と
し
か

見
え
な
い
の
だ
。

紅
梅
の
満
調
子
殺
の
句
碑
あ
た
り

角

前

原

青

嵐

車工
梅
σ3 
車王ミ
散

童三ら
釜し

を

岸今
キ長日
世の
司風
子

風
の
出
て
梅
の
白
さ
の
引
締
り

明
神
町
小
松
崎
十
台

白
梅
の
こ
の
自
が
静
き
匂
ひ
静
き

明

神

町

田

中

勝

校

春
光
の
湖
に
浮
く
由
一
m
の
群

新

町

岸

和

田

和

子

森2
き
て
茅
σコ

永輪
前の

前
σ〉

桜ヲIJ
井長

政蛇
=b 
仁3

父初
σ〉歪b

n日

忌 に
のは
水離

磯似髭れ
浜蓋釜住
にむ
溢王 子

浅れ稲等
晃し回も
め来

道富て
子穂
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す
べ
で
の
児
童
は
、
両
親
の
優
し
い

愛
情
の
も
と
で
健
や
か
に
育
て
ら
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
幸
に
し
て
父

綴
と
生
活
を
と
も
に
で
き
な
い
児
章
の

生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
は
、
児
童
が

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
で
す
。
児
童
扶
養
手
当

は
、
こ
の
よ
う
な
白
的
を
も
っ
て
設
け

ら
れ
て
い
る
制
制
度
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し

は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
次
に
掲

げ
る
事
項
(
支
給
要
件
と
い
い
ま
す
)

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
同
歳
未
満
の

児
童
(
身
体
又
は
精
神
に
障
害
の
あ
る

場
合
は
却
歳
未
満
の
児
童
〉
で
す
。

ω
父
母
が
婚
掘
を
解
消
し
た
児
童
一

ω
父
が
死
亡
し
た
児
童

ω
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

制
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

同
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児

童
川
山
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童

同
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児

童
(
父
が
認
知
し
た
児
童
は
徐
き
ま

す
。
)

刷
業
児
な
ど
で
、
母
が
児
童
を
懐
胎

し
た
当
時
の
事
憶
が
不
明
で
あ
る
児

童
。
支
絵
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

ω
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
き

ω
児
棄
が
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
、
又
は
こ
れ
ら
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
受
給

資
格
者
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、

こ
の
給
付
の
事
由
が
発
生
し
た
臼
か

ら
6
年
を
経
過
し
て
い
な
い
と
き
。

ω
児
叢
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年

金
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と

らあおお平成5年3月58

主、

ω
児
棄
が
児
護
福
祉
法
上
の
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
と
き
。

同
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
と
き
。

附
児
童
が
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ

て
い
る
と
き
。

的
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
な
ど
受
給
資
格
者
が
養
宵
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
。

。
手
当
の
額

対
象
児
叢
の
数
に
応
じ
て
、
支
給
さ

れ
ま
す
o
M
M
U掛
約
者
側
附
徳
川
山

t
J、
ど
〉
え
〆
〉
〉
〉
、
〈
ど
》
丸
〆
〉
〉
、
〈
〈
〈
〈
J、
r
f
J、〈
d
J〉
〉
〉
、

よ
り
手
当
森
一
却
し
が
停
止
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

。
一
人
の
と
き

月
額
3
万
8
千

2
百
2
0
円

o
二
人
の
と
き

月
額
4
万
3
子
2
苔
2
0
円

O
三
人
以
上
の
と
き
は
、
一
一
一
人
以
上

の
児
童
一
人
に
つ
き
、
2
千
円
を

加
算
し
た
額

韓
関

関
童
扶
轟
盟
十
謹

身
体
や
精
神
に
盤
害
が
あ
る
児
童
も

一
般
の
児
童
と
同
様
、
両
親
の
愛
情
に

は
ぐ
く
ま
れ
な
が
ら
家
族
と
共
に
生
活

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
湾
審
の
あ
る
児

童
が
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
そ
の
父
母
及
び
養
育
者
に
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

精
神
的
・
経
済
的
な
労
苦
に
報
い
よ
う

と
設
け
ら
れ
た
の
が
「
特
別
児
童
扶
養

手
当
」
で
す
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

と
お
り
で
す
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
部
歳
未

満
の
児
震
で
、
別
表
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

。
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
、
身
体

障
害
者
更
生
施
設
、
精
神
薄
弱
者
援
護

施
設
等
に
入
所
(
た
だ
し
自
宅
か
ら
通

題
し
て
い
る
場
合
は
除
く
)
し
て
る
と

き。
手
当
の
額

ω
特
別
克
案
扶
養
手
当
1
級

4
万
6
千
3
百
9
0
円

特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級

3
万
9
百
3
0
円

(2) 

〈
受
付
窓
口
〉

児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別
児
童
扶
差

手
当
の
請
求
は
役
場
厚
生
課
福
祉
係
で

受
付
け
て
い
ま
す
。

児
童
の
他
拝
客
の
程
度

特別児童扶養手当 1級

ー
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
お

お
む
ね
1
級
・
2
級
程
度

に
該
当
す
る
も
の
(
内
部

的
疾
患
を
含
む
)

2
、
療
育
手
帳
の
総
合
判
定

が
③
・

A
程
度
の
精
神
薄

弱
又
は
向
程
度
の
精
神
障

害
の
も
の

特別児童扶養手当 2級

ー
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
お

お
む
ね
3
級
程
度
(
下
肢

燈
窓
口
に
つ
い
て

4
級
の
1

部
を
含
む
)
に
該
当
す
る

も
の
(
内
部
的
疾
患
を
含

む
)

2
、
療
育
手
帳
の
総
合
判
定

が
B
程
度
の
精
神
薄
弱
又

は
向
程
度
の
精
神
障
害
の

も
の

一平成
5
年
麗
大
洗
間

奨
学
生
募
集
に
つ
い
て

町
で
は
、
優
良
な
生
徒
又
は
、
学
生

で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由
、
に
よ
り
就
学

が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
の

給
付
・
貸
付
を
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

O
資
格
町
内
に
、
1
年
以
上
居
住
す

る
方
の
子
供
で
、
高
等
学
校
(
国
立
高

等
専
門
学
校
を
含
む
)
・
大
学
(
4
年

制
)
へ
4
月
に
入
学
す
る
方
。

O
奨
学
金
の
額

高
校
生
(
国
立
高
等
専
門
学
校
を
含
む
)

月
額

8
、
0
0
0
円
(
償
還
な
し
)

大
学
生

月
額
3
0
、
0
0
0
円

(
2
分
の
1
償
還
)

O
募
集
人
員

高
校
生
5
名
(
中
学
校
長
の
推
薦
を

要
す
る
。
)

2
名

大
学
生

茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学
校

(
謹
制
)
の
生
徒
募
集
に
つ
い
て

水
戸
南
高
校
(
通
信
制
)
は
、
働
き

な
が
ら
高
校
を
卒
業
で
き
ま
す
。

@
入
学
し
ま
す
と
、
「
面
接
指
導
」
(
ス

ク
ー
リ
ン
グ
)
と
「
報
告
課
題
」
(
レ
ポ

ー
ト
)
を
中
心
に
学
習
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
面
接
指
導
は
毎
月
2
回
(
日
曜
日

ま
た
は
火
曜
日
)
程
度
あ
り
、
登
校
し

て
直
接
先
生
の
指
導
を
受
け
ま
す
。
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
放
送

(
N
H
K高
校

講
座
)
も
利
潟
で
き
ま
す
。
報
告
課
題

は
、
各
教
科
と
も
決
め
ら
れ
た
期
日
ま

で
に
作
成
し
学
校
に
提
出
し
ま
す
と
、

教
科
担
当
の
先
生
が
添
削
を
し
各
偲
人

宛
に
返
送
し
ま
す
。

@
4
年
間
で
の
卒
業
を
標
準
と
し
て
い

ま
す
が
、
必
要
な
科
目
の
単
位
を
修
得

す
れ
ば
、
3
年
間
で
も
卒
業
で
き
る
よ

町の人口と世帯

(2 f3 I 8現在)

人口 20，915人(-16) 
男 10，362人(-3) 
女 10，553人(-13) 

世帯数 6，387戸(+6) 
転入37人 転出 49人
出生 15人 死亡 19人

O
受
付
期
間

一
平
成
5
年
3
月
話
回
(
木
)
l

平
成
5
年
4
月
日
日
(
木
)
ま
で

O
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
係

(
宮
町
1
2
4
1
1
)
ま
で

※
申
請
の
際
に
必
婆
な
書
類
は
、
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

*
休
診
の
お
知
ら
せ

水
戸
済
生
会
総
合
病
院
で
は
、

平
成
5
年
4
尽
か
ら
毎
月
第
2
土

曜
日
が
休
診
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
第
1
・
3
・
4
・
5
土

曜
日
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お

り
診
療
を
行
い
ま
す
。

休
診
自
の
救
急
患
者
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
対
応

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
う

え
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
所
定
の
単
位
を

修
得
す
る
と
高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が

得
ら
れ
ま
す
。
す
で
に
、
創
立
沼
年
を

迎
え
、
約
4
、
0
0
0
名
の
卒
業
生
が

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

O
応
募
資
格

県
内
に
蔚
住
ま
た
は
勤
務
し
、
中
学

校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒

業
ま
た
は
、
卒
業
見
込
み
の
人
。
新
制

中
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
方
は
水
戸

南
高
校
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

O
募
集
学
科
・
人
員
普
通
科
・
:
捌
名

O
願
書
受
付

平
成
5
年
3
月
8
B
(
月
)
1

3
月
回
目
(
水
)
(
土
・
日
を
除
く
)

O
願
書
の
請
求

直
接
来
校
し
て
水
戸
高
高
校
の
事
務

室
で
請
求
す
る
か
、
郵
便
切
手

η
円
を

は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
開
封
の
う
え
、

郵
便
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
誇
求
先
〉

一
す
3
1
0
水
戸
市
白
梅
2
!
日
l
叩

茨
城
県
立
水
戸
高
高
等
学
校
(
通
信
制
)

宮

U
1
4
6
7
5
・
6
1
7
3

三大洗文化センタ一行事予定表(3 / 6 ""' 26 ) 
(H 5.2.12現在)

入場方法催::E 関僕場所
F会、

信念内喜善{催関始時間番号イ催日

関係者

3月17日や1<)

関係者

関係者

大洗町立第 2保育所

水戸地区交通安全協会

大洗町磯節保存会

大洗町立磯浜小学校

ホール

lv 

大会議室

ホ第 5協定期演奏会

こどもの発表会ABC

運転免許更新時講習会

10: 00-

9 :00-

13: 00-3月6目白

3月7日(日)

料無lレホふるさと大洗民謡大会10: 00-3月21日(日)

関係者県教育庁指導課ホール初任者研修会9: 00-3月26自主封

※主な{崖しのみです。詳しくは大洗文化センタ-ft66-2442へお問い合わせ下きい。

塩
分
を
控
え
る
こ
と
は
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
と
と
も
に
、
現
代
人
の
健
康
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
条
件
で
す
。

減
塩
は
、
一
時
的
に
や
れ
ば
、
そ
れ

で
将
来
と
も
健
康
が
保
て
る
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
一
生
続
け
て
こ
そ
、
成

人
病
か
ら
身
を
守
り
、
健
康
を
保
つ
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
と
す
れ
ば
、
一

日

m
g以
下
と
い
う
塩
分
を
減
塩
と
意

識
せ
ず
に
、
自
然
に
守
れ
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
。
そ
の
た
め
に
は
、
お
い
し

い
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
条
件
で
す
。

減
塩
の
た
め
に
、
食
事
と
い
う
人
生

の
大
き
な
楽
し
み
を
損
な
っ
て
は
、
か

え
っ
て
心
身
の
健
康
を
害
す
る
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

最
近
、
塩
分
を
控
え
た
食
品
や
調
味

料
が
続
々
と
登
場
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
病
気
治
療
の
た
め
に
、
極

端
な
減
塩
を
強
い
ら
れ
る
場
合
は
別
と

保健センター

だより

ミ子釜 2区

演中未来ちゃん

(4ヶ月)

4 4 3 3 3 3 3 月
/ / 

術/I8 
/ / / / 

鱗/臼附 8 や'j()7 ゃ'N17的11(1く)9 付申4

手L お 反ツ 芋L

歳 C 
Jく 毒事

児 種 種 応、ル 児
児 G 

検 ク
業

健 r昆
健

i昆
接

健

名
診 メιョ入 診 メ口入 穣 査ン 診

生生 生 3 生 の、yく 生 後生生後後後 後 歳 後 後
6 2 24 (J) 24 lンf l/ 3 6 2 

主すカカ カ 誕 カ カ カカ
月月 月 主主 月 月 月月
! ! 反 ! ! 
7 3 48 逮 48 応 48 7 3 

象カカ カ し カ
検査

カ カカ
月月 月 fこ 月 月 月月
σコ(J) ま 幼 ま iJさ (J) σ〉σ〉
手児L乳児 で 児 で E主 手L 芋児L手児L 名(J) σ〉 性 幼

幼 幼 σ〉 児
児 児 者

1 1 l 1 1 l 1 

f時時♂期す民.

2時 2時 2待2時 2時 2時 2時
時00時15待。。 時15時15持15待。。
00分 15分 00分 15分 15分 15分 00分
分 分 分 分 分 分 分

「
機
能
囲
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
3
月
5
日
掛
0
3
月
9
日
ω

0
3
月
ロ
臼
樹
0
3
丹
羽
田
仰

0
3
月
お
白
川
W
0
3
月
回
目
樹

0
3
月
却
日
附
0
4
月
2
日
樹

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

0
3
月
四
日
掛
内
科
医
診
察
指
導

0
4
月
6
B
ω
専
門
療
法
士
指
導

訓
練
場
所
大
洗
町
叫
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
童
手
む
っ
た
方
で
捗
詑
回

復
訓
練
を
必
要
と
す
る
方

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

i
思

器

関

脇

、

と

鰻

ー
!
減
塩
は
成
人
病
予
防
の
か
な
め
1

1

-
し
て
、
日
常
の
食
生
活
に
そ
う
し
た
減

塩
食
品
を
多
用
す
る
こ
と
は
お
す
す
め

で
き
ま
せ
ん
。

と
い
う
の
も
、
減
塩
食
品
は
、
塩
分

の
含
有
量
は
少
な
く
て
も
、
舌
に
感
じ

る
塩
味
は
従
来
な
み
な
の
で
、
味
覚
自

体
は
変
化
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
て

と
す
る
と
、
濃
い
味
と
薄
い
味
の
ボ
ー

ダ
ー
ラ
イ
ン
が
変
わ
ら
な
い
の
で
、
外

食
な
ど
で
減
塩
食
品
を
使
わ
な
い
料
理

を
食
べ
た
と
き
に
、
濃
い
味
の
も
の
で

も
、
一
平
気
で
ぺ
ろ
り
と
食
べ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
減
塩
食

品
は
、
高
い
お
金
を
払
っ
て
舌
を
甘
や

か
し
て
お
く
よ
う
な
も
の
。
そ
れ
よ
り

は
、
薄
い
昧
が
お
い
し
い
と
感
じ
る
よ

う
に
、
徐
々
に
舌
を
訓
練
し
て
い
く
ほ

う
が
、
長
い
自
で
見
れ
ば
得
策
と
い
え

ま
す
。

(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
記
)
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